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（本資料の金額表記は、億円未満を四捨五入しております） 



<1>

連結損益の概要連結損益の概要

（参考）

(単位：億円） ２０１２年 ２０１１年

※億円未満四捨五入 １-９月 １-９月

＋49 

(+12%) 

35 ＋29 6 30 5 
(7.6%) (+501%) (1.4%) (9.4%) (3.4%) 

36 ＋34 2 31 5 
(7.8%) (+1444%) (0.6%) (9.7%) (3.6%) 

18 ＋12 6 17 1 
(3.8%) (+206%) (1.4%) (5.3%) (0.5%) 

＋14 460 

＋21 

純利益
(率)

＋11 

＋34 318 

経常利益
(率)

売上高

営業利益
(率)

411 

対前年

＋21 

＋1 

＋13 

＋8 

142 

７-９月１-６月 対前年対前年

売 上 高 ＋49 億円

経 常 利 益 ＋34 億円

当 期 利 益 ＋12 億円 経常利益＋34億円､特別損益＋0億円､増益による税負担の増加等△22億円

主に日本での大幅な増収が寄与した。海外は北米の低調が響いたが、日本を中心に韓国などアジ
ア各地域においてＸＸＩＯ７での増収が大きく寄与し、全体で大幅な増収となった。

日本・アジア各地域におけるＸＸＩＯ７の好調な販売に加え、日本ではスリクソンＺシリーズを新発売
したことも影響し、販売要因を中心に大幅な増益となった。

<2>

経常利益増減要因経常利益増減要因

日本・アジア各地域においてゴルフクラブＸＸＩＯ７の販売が好調に推移したことに加え、日本ではスリクソンＺシリーズ

を新発売したことも寄与したことから量・構成が大きく改善、全体でも大幅な増益となった。

日本・アジア各地域においてゴルフクラブＸＸＩＯ７の販売が好調に推移したことに加え、日本ではスリクソンＺシリーズ

を新発売したことも寄与したことから量・構成が大きく改善、全体でも大幅な増益となった。

+3440 

量・構成

+31 ２０１２年
１-９月

原価改善材料価格
経費

営業外
為替

+5

2

20 

0 

36

２０１１年

10 

30 

(億円) △5 +4 △1 １-９月

ゴルフクラブ △2.5

ゴルフボール △1.6

テニスボール △0.8



<3>

ゴルフ市場動向ゴルフ市場動向

２０１２２０１２年年 １～９月の市場動向１～９月の市場動向

11年同期比 10年同期比

ゴルフ場入場者 ＋６％  △１％

ゴルフ用品市場 ＋２％  △６％

ゴルフクラブ市場 ＋２％  △４％

11年同期比 10年同期比

ゴルフ場入場者 ＋7％ 　＋４％

ゴルフ用品市場 ＋８％ ＋１０％

ゴルフクラブ市場 ＋１０％ ＋１４％

東日本大震災の影響で一時的に大きく落込
んだ前年から増加し、震災前のレベルにほ
ぼ回復した。

東日本大震災により消費マインドが大きく低
下した前年同期比で2％増に留まり、前々年
同期比ではマイナスとなった。

今年の春先は好天に恵まれ、悪天候だった
前年同期比で大幅増。その後も堅調に推移
している。

米国経済は不透明感が続いているが、好天
による入場者増に加え、ゴルフクラブ市場
が好調だったことで総じて好調に推移。前々
年同期比では二桁増となった。

日本

米国

<4>

製品別売上高製品別売上高

+44

ゴルフ
クラブ

380

400

420

440

460

480

411

(億円)
２０１１年
１-９月

0

ライセンス

+3

ゴルフ
用品他

△0 

ゴルフ
ボール

+3 +0

テニス

+49

△1 

460

サービス
ゴルフ場

２０１２年
１-９月

売上高

ゴルフ ゴルフ ゴルフ

クラブ ボール 用品他

日本 +43 +0 +0

海外 +1 +3 △0 

合計 +44 +3 +0

２０１２年
１-９月 金額 率

ゴルフクラブ 226 +44 +24%

ゴルフボール 91 +3 +3%

用品その他 58 △0 △1%

375 +47 +14%

50 +3 +7%

3 +0 +0%

428 +50 +13%

32 △1 △3%

460 +49 +12%

ゴルフ用品

合　計

テニス用品

ライセンス収入

スポーツ用品

サービス・ゴルフ場

対前年

※億円未満四捨五入

(単位：億円）

＋44 億円

＋3 億円

＋2 億円そ の 他

ゴルフクラブ

ゴルフボール

日本の大幅な増収が牽引した。日本ではＸＸＩＯ７の好調維持やスリクソンＺシリーズの新発売など
により大幅な増収。海外では北米の競争激化などでクリーブランドのゴルフクラブが減収となった
が、アジア各地域でＸＸＩＯ７が好調に推移し、海外全体でも微増となった。

海外を中心に増収となった。日本では震災影響からの回復等やＸＸＩＯ新商品の発売等あったが、
ほぼ横ばいとなった。海外は主に欧米で増収となった。

震災影響からの回復等により、主にテニスで増収となった。



<5>

所在地別売上高所在地別売上高

(単位：億円） ２０１２年

※億円未満四捨五入 １-９月

316 +44 ( -) 

58 △10 (△1) 

26 △3 (△1) 

46 +12 (△2) 

14 +6 (△0) 

460 +49 (△4) 

※ 当社および各地域に所在するグループ会社の連結売上高

アジア

欧　州

合　計

豪州・南ア

日　本

北　米

（為替影響）

※内数

対前年

増減

411

２０１１年
１-９月

+49

日本 北米 欧州

△4 

460

為替

２０１２年
１-９月△9 △2 +14 +6

アジア
豪州
南ア

+44

0

380

400

420

460

480

(億円)

440

売上高

$ £

２０１２年 79.39 125.22

２０１１年 80.59 130.14

差異 △1.20 △4.92

【主要通貨換算レート】

＋44 億円

△9 億円

△2 億円

＋14 億円 韓国、中国を中心にＸＸＩＯ７の販売が好調に推移し、大幅な増収となった。ア ジ ア

日 本

北 米

ＸＸＩＯ７の好調な販売とスリクソンＺシリーズの新発売が寄与し、大幅な増収となった。

欧 州

ゴルフボールは増収となったが、競争の激化でゴルフクラブが苦戦し、全体では大きく減収となった。

当期の南アフリカ子会社連結化に伴い、前年の南ア向け販売分（約２億円）が減収要因となった。

<6>

海外売上高海外売上高

ＸＸＩＯ７の販売好調でアジアが増収となったが、北米の減収や為替の円高影響もあり、海外売上高は前年同期

並みに留まった。一方、日本の大幅増収により連結売上高が大きく増加したことから、海外売上高比率は対前年
で3.9ポイント低下し、33.0％となった。

ＸＸＩＯ７の販売好調でアジアが増収となったが、北米の減収や為替の円高影響もあり、海外売上高は前年同期

並みに留まった。一方、日本の大幅増収により連結売上高が大きく増加したことから、海外売上高比率は対前年
で3.9ポイント低下し、33.0％となった。

※当社グループによる海外市場への売上高

海外売上高比率

152
億円 連結売上高連結売上高 411

海外売上高億円

36.9%
為替影響考慮後 33.6% ）

（単位：億円）

※億円未満四捨五入

（

33.0%海外売上高比率

２０１１年１-９月 ２０１２年１-９月

海外売上高

460 億円

152 億円

その他 
14

アジア
49

欧州 29

北米 
58

日本 
308

その他 
11

アジア 
42

欧州 30

北米 
68

日本 
260

+49

△10

△1

+7

$ £
２０１２年 79.39 125.22
２０１１年 80.59 130.14

差異 △1.20 △4.92

【主要通貨換算レート】



<7>

ブランド別売上高比率ブランド別売上高比率

「XXIO」はゴルフクラブでＸＸＩＯ７による大幅増により、構成比が大きく上昇した。

「Cleveland」はメイン市場の米国が販売減、全体の売上高増加も影響し構成比は低下した。

「XXIO」はゴルフクラブでＸＸＩＯ７による大幅増により、構成比が大きく上昇した。

「Cleveland」はメイン市場の米国が販売減、全体の売上高増加も影響し構成比は低下した。

億円 375 億円ゴルフ用品売上高 ゴルフ用品売上高329

２０１１年１-９月 ２０１２年１-９月

24%

29%

37%

10% 9%

18%

25%

48%
XXIO

SRIXON

Cleveland

Others

Cleveland
XXIO

Others

SRIXON

<8>

バランスシートの状況バランスシートの状況

165

純資産

357固定資産

237

173

２０１１年１２月末 ２０１２年９月末単位：億円

固定資産

244

285

※ 億円未満四捨五入

流動資産
負債 負債

純資産

352

流動資産

281

総資産 525 自己資本比率
64.8% 総資産 522 自己資本比率

67.0%

+4

△7

△8

+5

流 動 資 産 ＋4 億円 主に売掛金の回収が進んだことによる現預金の増加

固 定 資 産 △7 億円 取得16億円、償却△16億円、新規のれん発生＋2億円、のれん償却△5億円、その他△4億円

負 債 △8 億円 主に売掛金の回収が進み、借入金の返済が進捗したことによるもの
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